
工事名：伊毘高架橋耐震補強工事
概 要：第二伊毘高架橋橋脚の耐震設計において、制振装置を設置することにより

耐震壁の補強数量が減少し、コスト削減が図れました。

制震装置の採用による耐震壁補強数量の削減制震装置の採用による耐震壁補強数量の削減

本州四国連絡高速道路株式会社

「公共工事コスト縮減対策に関する新行動指針」もしくは「公共事業コスト構造改革プログラム」
【 施策名：（１）工事コストの低減 １）工事の計画・設計等の見直し ③設計方法の見直し】

効果：耐震補強設計の見直しによるコスト削減
■ 縮減額 ３１百万円 （対象橋脚数：６橋脚）
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